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「時を守り・場を清め・礼を正す」
校 長 小 川 秀 人

今年度前期がスタートして四ヶ月近くが過ぎた。本校に学ぶ大多数の生徒が、寒高生とし

ての本分を守り、朝早くの登校時から夕方遅く学校を後にするまで、しっかりした学校生活

を送ってくれている。三年生を中心に、限られた時間を有効に使って、新入生歓迎行事や部

活動の地区・県大会、各種コンクール、定演、体育祭といった校内外の大きな行事を次々と

成功に導く生徒諸君の姿に接し、たいへんに嬉しくまた心強く思っている。さすが寒高生だ。

しかしその一方で、校内における「挨拶」の声がまだ全体的に小さかったり、「校歌」を大

きな声で歌うことができていなかったり、「自ら学ぶ」ことに甘えが見えたりといったように、

君たちの生き方に、さらなる改善の余地があることも強く感じている。

長く神戸大学で教鞭をとられた、哲学者にして日本教育学の泰斗「森 信三」先生は、常々

「時を守り・場を清め・礼を正す」という三点を心がけることを、呼びかけておられた。私自身、

生き方の根幹にすえている言葉でもある。あなたたちは、「何を当り前なことを」と思うだろ

うか。学校時代のみならず、社会に出てからも、あるいは生涯にわたって、この三点を貫く

ことのできる人のなんと少ないことか。そして、これらは自分の人生を良い方向に変えてい

くためには、欠くことのできない、生涯不変の生き方の「基本」でもある。

「学力」を上げたかったら、私にだまされたと思って、在学中まずこの三点を徹底して続け

てごらん。「凡事徹底」という言葉がある。「平凡なことを、非凡に努める」ことは、実はたいへん

に難しいものだ。それが身についてくれば、まちがいなく「人間力」が上がり、「学力」も上

がっていく。暑い夏がやってくる。逃避することなく、日々の厳しさに立ち向かっていこう。
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○祝 吹奏楽部 全日本吹奏楽コンクール村山地区予選

優秀賞受賞（7/31 県大会出場決定）

演奏の冒頭部分から、会場を埋めた多くの聴衆の心を丸ごとつかんだことが、

肌で感じられました。8 校中 2 位の好成績で地区を突破！さあ県大会です。

７月１６日 ＜やまぎんホール＞【高等学校小編成の部】



≪三年生校長面談始まる≫
６月２８日から、三年生に対する校長面談をスタートさせ、これまで６０人ほどと面談する

ことができた。夏休み前は、昼休みと放課後を利用し、一人１０分程度、夏休み後は、午前中

にまとめての面談を予定している。面談内容としては、これまでの高校生活の振り返りと、希

望する将来の仕事、そして具体的な受験校、受験勉強態勢の確認、弱点克服の方策チェックな

どが中心となる。目標の設定について、具体的な受験勉強の取り組み状況など、個人差がたい

へんに大きい。もちろん、「勉強しなければ」という思いは皆共通してはいるのだが、目標や

弱点克服の具体的な方策があいまいなまま夏休みを迎えようとしている生徒も少なくはない。

強いモチベーションと、自分を律する強い心、綿密なスケジューリングがなければ、暑さやさまざま

な誘惑に負けてしまうことが多い。大学入試はいわば全国大会であり、高校入試のように倍率

１．０倍前後などという甘いものではない。「覚悟」をもって臨まなければ、この夏で回復不

可能なほどの差が、全国の受験生との間についてしまう。君の「覚悟」を問いたい。

○祝 カヌー部・テニス部全国への切符獲得

【テニス】 7/14～18 安比高原テニスクラブ（岩手）

第 39 回東北ジュニアテニス選手権大会（全日本ジュニアテニス選手権東北予選会）

U18 女子シングルス 準優勝 矢野 桜子（２－５） ＜全国大会出場権獲得＞

＜全日本ジュニアテニス選手権は 8/8～17 大阪・靱テニスセンターほかで開催＞

【カヌー】 7/13～15 岩手県立御所湖広域公園漕艇場

第 44 回東北総合体育大会カヌー競技（国体東北ブロック大会）

少年女子スプリントカヤックペア５００ｍ 優勝 佐藤友香（谷地高）・増川知保（２－２）ペア

記録 1 分 57秒 05 ＜国体出場権獲得＞

＜平成 29年度「えひめ国体」カヌー競技は 10/1～4 大洲市で開催＞

体育祭 雨に負けず 無事終了
大雨で一日順延してしまいましたが、7月 4.5 日両日、本校伝統の体育祭が行われ、リレーを

除く全種目を実施、3年 2組が三年生の意地を見せて総合優勝を飾りました。よく頑張った！

全校応援及ばず… 甲子園予選 酒田東に力負け
13 日夏の高校野球山形県大会一回戦で、本校は春の県大会出場校・酒田東と対戦。実力校と

相手のホームで戦うチームを鼓舞するべく、本校はバス 15台を連ねての全校応援を実施した。

試合は、相手好投手に散発 2 安打に抑え込まれ、０－６で完敗したが、リリーフした 2 年生投

手が粘りの投球を見せ、守備陣も精いっぱいのプレーでコールド負けの危機を防ぎ、９回まで

戦いきったのは立派であり、この粘りは必ずや新チームの成長につながるものと信じたい。暑

い中で、声をからしての応援、ほんとうにありがとう。ご苦労さまでした。


